

























































スポ ツーリー グや球団を含め、企業・団体のコミュニケ シーョンをサポ トーする事業
に従事。2015 年千葉商科大学サ ビース創造学部専任講師就任。専門分野は、

























































































































































































































































































































































































































　また、ウェアラブル端末、 ３D や４D 技術、アクショ
ンカメラ、VR（仮想現実）や AR（拡張現実）、施設
の Wi-Fi 化などさまざまなテクノロジーの進化をは
じめ、競技者や顧客のデータベースなどのビッグデー
タを活用した IT 促進により、新たな観戦アプローチ
やスポーツをする楽しみの幅が広がることにもますま
す期待が高まる。
　スポーツツーリズムに関しても、2020年東京オリ
ンピック・パラリンピックを契機にした観光発展への
機運は高まりを見せている。訪日外国人観光客数は右
肩上がりで、2016年には2400万人を越えたが、政
府は2020年の目標人数を4000万人と高く設定する。
　スポーツメガイベントなど「観るスポーツ」の観戦
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を契機にしたツーリズムはもちろんのこと、東京マラ
ソンに代表されるような大都市マラソン大会など競技
人口が増えているマラソンやトライアスロンといった
「するスポーツ」と絡めて観光を楽しむ形のスポーツ
ツーリズムの需要もさらに拡大していくことが予想さ
れる。
　「世界三大スポーツイベント」と呼ばれるのが、オ
リンピック・パラリンピック、サッカー男子 FIFA ワー
ルドカップ、そしてラグビーワールドカップ。その内
の２つ、2019年ラグビーワールドカップ、2020年東
京オリンピック・パラリンピックが、いずれも日本で
開催されることになる。さらに2021年に関西で開催
されるワールドマスターズゲームズ（30歳以上なら誰
でも参加できる世界最大の生涯スポーツイベント）を
含めて、これだけ大きな国際大会が３年連続して同一
国で開催されるのは、史上初のことである。早稲田大
学・間野義之教授がこの３年間を「ゴールデン・スポー
ツイヤーズ」と名付けているが、これらの国際大会の
開催が国内スポーツビジネスの活性化に果たす役割に
は、大きな期待がかかる。そして、市場拡大を実現す
るためには、スポーツの経営資源としてのヒト・モノ・
カネの側面、すなわち「経営人材やスポーツビジネス
の活用人材の育成」「有形・無形資産の価値向上」そし
て「コストセンターからプロフィットセンターになる
ために稼ぐ組織としての意識醸成」が求められる。
　1964年東京オリンピックの際には、旧国立競技場
をはじめ、新幹線、首都高、カラーテレビなど、高度
経済成長のきっかけとなるインフラの発展がレガシー
となった。一方2020年はどうだろうか。
　スタジアム・アリーナのハードとしての側面だけで
はなく、たとえば、この大会を機に、スポーツビジネ
スで「稼ぐ」意識が醸成され、スタジアム・アリーナ
建設計画に反映できるかどうかが重要だ。さらには、
我が国におけるスポーツと体育の混同が解消された、
とか、英語を話せる日本人の割合が大幅に増えた、と
いった人的側面やソフト面の変化にも大きな期待が寄
せられる。
　スポーツ組織、スポーツエンターテインメント産
業そのものの「スポーツマーケティング」、そして、
IT・テクノロジーなど周辺関連産業によってスポー
ツビジネスの価値を拡大する「コーポレートソリュー
ション for スポーツ」、そしてさらには、スポーツの
外側の企業・業界におけるマーケティングにおいてス
ポーツの価値を最大限に活用する「コーポレートマー
ケティング with スポーツ」。今後は、これら三方向か
らの拡大戦略が不可欠となるであろう。
　こうしたオリンピック・パラリンピックなどのス
ポーツメガイベントは、決してスポーツ産業にとって
のみ重要なわけではなく、スポーツ国際イベントが、
あらゆる業界にとって重要な契機となるはずだ。
　現在、どの業界にとっても IT 戦略が欠かせなくなっ
ているのと同様に、今後さまざまな業界において「ス
ポーツビジネス」と掛け合わせる戦略視点が欠かせな
くなっていると言っても過言ではないのである。
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